




講演概要 

 

 

第 1部 

マンションを 100 年以上使っていくために今やるべきこと 

～～耐震改修と大規模修繕、ヴィンテージマンションから超高層マンションまで～ 

講師：岸崎孝弘氏  (公社)日本建築家協会関東甲信越支部メンテナンス部会 

 

 築 50 年を超えるマンションも多くなってきた昨今、その住まいに 100 年以上の永きに渡り住

み続けるにはどうすればいいのか。劣化が激しくスラム化するマンションがある一方、ヴィンテ

ージマンションと呼ばれ築 50 年を経ても価値が落ちないマンションは何が違うのか。また今を

ときめく超高層マンションに永く住み続けていくために考えなければいけないことは何か。 

耐震化のためのポイント、長期修繕計画の現実など、知らなくてはいけないこと、今できるこ

とは何かを考えていきたいと思います。 

 

 

 

 

第２部 

建替え・敷地売却について 

～郊外型団地の建替え事例～ 

講師：立山雄彦氏 (株)長谷工コーポレーション 

    根津昌彦氏 (資)ゼンクリエイト 

 

1965～1980 年頃に開発された郊外型住宅団地は、最寄り鉄道駅からバス便というところも少

なくありません。それらの団地の再生ともなると、分譲マンション需要が期待できないため、他

の土地利用の転換により活路を見出すことが必要となります。ご紹介する池田市・石澄住宅は、

団地敷地の一部を売却し、事業資金に充当した関西初の保留敷地処分型建替え事業です。当事業

の検討開始から竣工までの流れ、合意形成の手法、制度的な問題点、課題解決のポイントなどを、

今後の団地再生検討の一助としていただければ幸いです。 

 

 


